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平
成
24
年
に
廃
止
し
た
所
沢
浄
化
セ

ン
タ
ー
跡
地
（
東
所
沢
和
田
３
丁
目
31

番
地
３
及
び
11
）
を
企
業
誘
致
と
し
て

㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
に
約
33
億
円
で

売
却
し
ま
し
た
。
土
地
を
取
得
し
た
同

社
は
、
29
年
の
夏
に
、
印
刷
・
製
本
か

ら
出
荷
ま
で
の
機
能
を
統
合
し
た
一
大

拠
点
と
な
る
事
業
所
を
操
業
す
る
予
定

で
、
事
業
所
に
は
、
図
書
館
や
美
術
館

が
併
設
さ
れ
る
他
、
敷
地
面
積
の
50
％

を
超
え
る
緑
化
施
設
が
設
け
ら
れ
、
文

化
や
環
境
と
い
っ
た
多
面
的
な
教
育
の

場
と
し
て
も
市
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
９
０
０
人
以
上
の
従
業
員
の

雇
用
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
人

の
流
れ
が
生
ま
れ
、
東
所
沢
地
域
の
更

な
る
発
展
の
契
機
と
な
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
土
地
の
売
却
収
入
は
、

「
未
来
へ
の
投
資
」
の
観
点
か
ら
４
つ

の
基
金
（
施
設
整
備
基
金
、
緑
の
基

金
、
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
推
進
基
金
、

地
域
産
業
活
性
化
基
金
）
に
積
み
立
て

ま
す
。
一
般
会
計
予
算
は
民
生
費
（
児

童
・
障
害
者
・
高
齢
者
福
祉
な
ど
）
に

掛
か
る
費
用
で
そ
の
半
分
を
使
っ
て
し

ま
い
将
来
的
な
投
資
に
使
う
予
算
を
捻

出
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状
況
下

に
基
金
と
す
る
こ
と
で
、
施
設
整
備
や

緑
化
推
進
、
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所

沢
構
想
、
さ
ら
な
る
産
業
活
性
化
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

問
産
業
振
興
課
☎
２
９
９
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９
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５
７

こ
の
構
想
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源

に
過
度
に
依
存
し
て
き
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
見
直
し
、
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自

立
を
目
指
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
や
省
エ
ネ
の
促
進
、
②
み
ど
り
の
保

全
と
創
出
、
③
「
も
っ
た
い
な
い
の
心
」

を
大
切
に
、
ご
み
を
削
減
す
る
取
り
組

み
、
の
３
つ
の
柱
か
ら
な
り
ま
す
。

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
想
の
先
駆
け
と
し
て
、
北
野
に
設

置
し
た
１
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
「
と
こ
と
こ
ソ
ー
ラ
ー
北
野
」
は
、

平
成
26
年
３
月
か
ら
発
電
を
開
始
し
、

現
在
、
予
想
を
超
え
る
発
電
量
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
力
を
活
用

し
、
市
有
施
設
の
屋
上
を
貸
し
て
、
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
「
屋
根
貸

し
事
業
」
を
小
・
中
学
校
13
校
で
実
施

し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

補
助
金
を
創
設
し
、
太
陽
光
発
電
設
備
、

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
や
低
炭
素
建
築

物
、
電
気
自
動
車
、
蓄
電
池
な
ど
を
導

入
し
た
市
民
や
事
業
者
の
方
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
エ
コ
カ
ー
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
市
民
体
育
館
に
電
気
自
動

車
な
ど
の
充
電
器
を
設
置
し
、
27
年
１

月
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

◆
み
ど
り

「
み
ど
り
の
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

み
ど
り
を
保
全
・
創
出
す
る
た
め
里
山

保
全
地
域
な
ど
の
指
定
を
進
め
る
と
共

に
、
市
民
と
の
協
働
で
行
う
、
み
ど
り

の
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
に
よ
る
里
山
の
保

全
管
理
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緑

化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
緑
化
を

推
進
し
て
き
た
取
り
組
み
な
ど
が
認
め

ら
れ
、
第
34
回
「
緑
の
都
市
賞
」
で
、

国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
（
本
号
12
頁

参
照
）
し
ま
し
た
。

◆
資
源
循
環

そ
の
日
に
出
す
ご
み
の
種
類
や
ご
み

の
分
け
方
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
、
ご

み
分
別
ア
プ
リ
「
わ
け
ト
コ
っ
！
」
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
に
配
信
（
市
HP

笑顔あふれるマチへ

「
わ
け
ト
コ
」
で
検
索
）
し
、
ご
み
の

分
別
徹
底
を
促
し
て
い
ま
す
。

27
年
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を

進
め
る
施
策
や
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
施

策
、
み
ど
り
を
保
全
・
創
出
す
る
施
策

な
ど
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼

わ
け
ト
コ
っ
！
「
ホ
ー
ム
画
面
」

浄
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

 

㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
が
進
出

マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
の
推
進

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

▲㈱ＫＡＤＯＫＡＷＡの工場イメージ

問
環
境
総
務
課
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２
９
９
８-

９
１
３
３

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に

満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政

に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
動
け
！
所
沢　

紡
ご
う
！
絆
」
「
未あ

来す

を

見
つ
め
、
今
を
動
く
！
」
を
合
言
葉
に
市
政
運
営
に
取
り
組
み
、
４
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
と
の
お
約
束
（
公
約
）
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
や
っ

と
土
の
中
か
ら
芽
が
出
て
花
が
咲
き
始
め
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

大
震
災
と
原
発
事
故
を
経
験
し
た
私
た
ち
は
、
今
ま
で
と
は
少
し
進
路
を
変

え
、
も
っ
と
自
然
と
共
生
し
、
も
っ
と
支
え
合
い
の
力
を
頼
み
に
し
て
行
こ
う
、

と
方
向
を
定
め
ま
し
た
。
そ
の
象
徴
が
「
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
」

そ
し
て
「
所
沢
市
地
域
が
つ
な
が
る
元
気
な
自
治
会
等
応
援
条
例
」
や
「
市
民

参
加
を
進
め
る
た
め
の
条
例
」
の
制
定
で
す
。
「
自
然
力
」
「
人
間
力
」
と
で

も
言
う
べ
き
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
真
に
豊
か
な
社
会
を
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
継
承
し
ま
す
。

自
然
の
力
を
発
揮
す
る
た
め
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
補
助
金
や
緑

の
保
全
創
出
の
た
め
の
費
用
を
大
幅
に
増
や
し
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み

も
始
め
ま
し
た
。
人
間
力
の
発
揮
の
場
と
し
て
「
（
仮
称
）
所
沢
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
も
建
設
が
始
ま
り
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
は
「
新
た
な
三
学

期
制
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
給
食
の
親
子
方
式
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、

中
学
校
校
舎
の
内
装
木
質
化
な
ど
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
取
り
組
み
の
大
前
提
と
な
る
の
は
、
マ
チ
の
活
気
で
あ
り
、
に
ぎ
わ

い
で
あ
り
、
経
済
的
支
え
で
あ
り
ま
す
。
塩
漬
け
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
「
浄
化

セ
ン
タ
ー
跡
地
」
を
㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
に
売
却
し
た
こ
と
で
の
雇
用
の
創

出
や
、
第
２
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
跡
地
を
病
院
用
地
と
し
て
売
却
し
た
こ
と
で
、

救
急
体
制
が
よ
り
整
備
さ
れ
、
人
を
呼
び
込
み
歳
入
ア
ッ
プ
で
マ
チ
の
成
長
が

期
待
で
き
ま
す
。

さ
て
種
を
ま
き
、
芽
を
出
し
、
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
は
、
土
壌
が
柔
ら
か

く
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
組
織
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
柔
軟
に
対
応
す
べ
く
㈱

西
武
鉄
道
と
若
手
市
職
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
や
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
推
進
に
向
け
た
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
な
ど
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
音
楽
の
あ
る
マ
チ
づ
く
り
」
「
中
心
市
街
地
活
力
Ｕあ

Ｐげ

↑
隊
」
「
農
の
あ
る
マ
チ
づ
く
り
」
な
ど
の
マ
チ
の
活
気
と
に
ぎ
わ
い
、
魅
力

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

所
沢
市
は
11
月
に
市
制
施
行
65
周
年
を
迎
え
ま
す
。
27
年
度
か
ら
は
第
５
次

所
沢
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
「
動
け
！
所
沢　

紡

ご
う
！
絆
」
を
合
言
葉
に
、
大
震
災
の
と
き
に
誰
も
が
感
じ
た
あ
の
思
い
を
決

し
て
忘
れ
ず
、
「
人
と
人
の
あ
り
方
」
「
人
と
自
然
の
あ
り
方
、
関
係
性
」
を

も
う
一
度
紡
ぎ
直
し
て
い
こ
う
!!
「
思
う
よ
り
、
批
評
を
す
る
よ
り
、
自
ら
動

く
実
践
者
と
な
ろ
う
!!
」
そ
し
て
「
実
践
者
を
大
切
に
す
る
所
沢
、
日
本
で
い

こ
う
!!
」
の
信
念
で
２
、
１
０
０
有
余
の
市
職
員
と
と
も
に
市
民
の
新
た
な
幸

せ
の
た
め
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
き
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

所
沢
市
長  

藤
本 

正
人

凡例…日日時 場場所 対対象 定定員 内内容 持持ち物 費費用 講講師 申申し込み 問問い合わせ HPホームページ Eメール

本
施
設
は
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど

も
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

の
機
能
を
併
せ
持
ち
、
誰
も
が
地
域
で
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
社
会
を
目
指
す
地
域
福

祉
（
※
）
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
拠
点
と

し
て
、
現
在
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

所
在
地　

泉
町
１
８
６
１
番
地
の
１
（
旧
新

所
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
別
館
跡
地
）

◆
事
業
の
概
要

『
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
』
で
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
を
問
わ
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
世
帯
の
相
談
に
応

じ
る
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
必

要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
げ
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
こ
の
他
、

地
域
福
祉
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

充
実
を
図
る
た
め
、
人
材
交
流
な
ど
を
通
じ

て
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方

が
交
流
で
き
る
よ
う
に
「
世
代
間
交
流
広

場
」
を
設
置
し
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
所
沢
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
入
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
連
携
し
て

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

『
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
』
で
は
、
子
育

て
支
援
と
発
達
支
援
の
２
つ
の
部
門
が
連
携

し
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
子
育
て
支
援
部

門
で
は
、
つ
ど
い
の
広
場
を
設
置
し
、
親
子

同
士
の
交
流
事
業
な
ど
の
実
施
と
市
内
の
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
核
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
発
達
支
援
部
門
で
は
、
発

達
に
心
配
の
あ
る
、
ま
た
は
発
達
障
害
の
あ

る
子
ど
も
に
対
し
て
、
子
育
て
支
援
部
門
や

関
係
機
関
が
連
携
し
た
早
期
の
相
談
や
専
門

性
の
あ
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
巡
回
相

談
な
ど
も
実
施
し
地
域
支
援
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

※
「
地
域
福
祉
」
と
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

地
域
住
民
や
社
会
福
祉
の
関
係
者
な
ど
が
お

互
い
に
協
力
し
て
、
地
域
社
会
の
福
祉
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
考
え
方
で
す
。

問
福
祉
総
務
課
☎
２
９
９
８

-

９
１
１
３

動け！ 所沢 紡ごう！ 絆
－未来を見つめ、今を動く！－

あ す

平
成
23
年
度
か
ら
の
８
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画

で
は
、
基
本
構
想
に
将
来
都
市
像
『
所

沢
発　

み
ど
り
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
る
自

立
都
市
』
を
掲
げ
、
計
画
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
の
目
標
や
基
本
方
針
な
ど
を
ま
と

め
た
前
期
基
本
計
画
が
26
年
度
を
も
っ

て
終
了
し
ま
す
。

27
年
４
月
か
ら
は
、
前
期
基
本
計
画

に
引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

理
念
や
方
向
性
、
将
来
都
市
像
の
実
現

に
向
け
た
施
策
な
ど
を
示
し
た
、
後
期

基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
で
は
、
総
合
的
に

取
り
組
む
重
点
課
題
に
、
「
絆
を
紡
ぐ

ま
ち
づ
く
り
」
「
子
ど
も
を
大
切
に
す

る
ま
ち
づ
く
り
」
「
人
と
自
然
が
共
生

す
る
ま
ち
〝
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
〞
の
実

現
」
「
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
と
ま
ち

の
活
性
化
」
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
分

野
ご
と
に
８

つ
の
「
ま
ち

づ
く
り
の
目

標
」
を
設
け
、

取
り
組
み
方

針
や
基
本
方

針
、
目
標
指

標
な
ど
を
示

し
て
、
ま
ち

づ
く
り
を
総

合
的
・
計
画

的
に
進
め
ま

す
。

問
政
策
企
画
課
☎
２
９
９
８-

９
０
２
７

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
市
立
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
は
「
新
た
な
三
学
期
制
」

に
一
斉
に
移
行
し
ま
す
。

①
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
教
育

こ
の
新
た
な
三
学
期
制
と
は
、
ゆ
と

り
あ
る
授
業
時
間
数
の
中
で
、
よ
り
創

意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動
や
、
体

験
的
活
動
の
充
実

を
目
指
し
た
二
学

期
制
の
よ
さ
と
、

長
期
休
業
日
ご
と

に
学
期
が
区
分
さ

れ
、
学
校
生
活
に

リ
ズ
ム
が
つ
け
や

す
い
三
学
期
制
の

よ
さ
を
生
か
し
た
学
期
制
で
す
。

学
校
に
お
い
て
は
、
教
職
員
と
子
ど

も
た
ち
が
、
し
っ
か
り
と
向
き
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
子
ど

も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
、
一

層
一
人
一
人
に
目
の
行
き
届
い
た
教
育

環
境
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
給
食
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
日

数
を
確
保
し
ま
す
。

②
季
節
感
と
家
庭
学
習

長
期
休
業
日
前
に
通
知
表
を
配
布
し

て
、
学
習
の
定
着
度
を
分
か
り
や
す
く

示
し
て
自
発
的
な
学
習
に
生
か
し
ま
す
。

季
節
感
に
合
わ
せ
、
学
習
や
諸
活
動

の
区
切
り
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
一
人
一

人
の
課
題
を
明
確
に
し
て
、
学
校
で
の

学
習
と
家
庭
学
習
を
連
動
さ
せ
、
相
乗

効
果
を
図
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
確
か
な
学
力
と
自
立
す
る
力

こ
の
新
た
な
三
学
期
制
の
実
施
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
に
一
層
確
か
な
学
力

を
身
に
付
け
さ
せ
、
自
立
す
る
力
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
「
早
寝
・
早

起
き
・
朝
ご
は
ん
」
の
基
本
的
生
活
習

慣
の
確
立
や
、
家
庭
で
の
読
書
・
学
習

の
習
慣
化
な
ど
、
学
校
と
家
庭
の
連
携

に
よ
り
主
体
的
な
「
学
び
」
を
支
援
し

ま
す
。

問
学
校
教
育
課
☎
２
９
９
８-

９
２
３
８

「
地
域
の
こ
と
は
、
地
域
で
決
め
て
、

つ
く
っ
て
い
こ
う
、
汗
を
か
い
て
い
こ

う
」
と
い
う
基
本
に
立
ち
返
る
「
所
沢

市
地
域
が
つ
な

が
る
元
気
な
自

治
会
等
応
援
条

例
」
を
平
成
26

年
６
月
に
制
定

し
ま
し
た
。

自
治
会
・
町

内
会
の
活
動
の

重
要
性
に
つ
い

て
周
知
を
図
る
他
、
住
宅
関
連
事
業
者
、

自
治
連
合
会
と
連
携
し
た
加
入
と
参
加

の
促
進
や
、
自
治
会
・
町
内
会
の
活
動

へ
の
支
援
を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
、
一
緒
に
声
を
掛
け

合
っ
て
、
つ
な
が
り
合
う
、
お
年
寄
り

も
子
ど
も
た
ち
も
み
ん
な
の
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

　

☎
２
９
９
８

-

９
０
８
３

老
朽
化
に
よ
り
取
り
壊
す
第
２
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
跡
地
を
医
療
法
人
社
団
和

風
会
（
所
沢
中
央
病
院
）
に
、
病
院
用

地
と
し
て
売
却
し
ま
し
た
。
同
用
地
に

新
病
院
が
建
設
さ
れ
次
第
、
現
在
の
所

沢
中
央
病
院

の
建
て
替
え

工
事
が
始
ま

り
ま
す
。

和
風
会
は
、

建
て
替
え
る

病
院
内
に
ギ

ャ
ラ
リ
ー
施

設
を
設
置
し
、

市
へ
寄
附
す

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
町
内
会
集
会
施
設
も
併
せ
て
設
置

さ
れ
、
地
域
貢
献
の
た
め
地
元
町
内
会

へ
無
償
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

問
管
財
課
☎
２
９
９
８

-

９
０
５
３

（
仮
称
）所
沢
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
所
沢
市
こ
ど
も
と
福
祉
の
未
来
館
）
の
建
設
を
開
始

「
所
沢
発　

み
ど
り
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
る
自
立
都
市
」
に
向
け
て

後
期
基
本
計
画
（
平
成
27
年
度
〜
30
年
度
）
を
推
進

自
治
会
・
町
内
会
を
応
援
し
ま
す

所
沢
駅
東
口
に「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
施
設
」

と「
町
内
会
集
会
施
設
」が
建
設

平
成
27
年
度
新
た
な
三
学
期
制
が
ス
タ
ー
ト

学
ぶ
意
欲
の
向
上
や
学
校
生
活
の
充
実
を
目
指
し
て

▲所沢市こどもと福祉の未来館のイメージ

▲所沢中央病院のイメージ

▲市民検討会議の様子
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